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65 2003年度版鋼船規則 及び 同検査妛領等 に お ける改 正点 の 解説

10． 鋼船規則 B 編 ， 旅客船規則，高速船規則 ， 強化 プラス チ ッ ク船規則 ， フ ロ
ー

テ ィ ング ド ッ ク規則 ，

　　　海洋汚染防止の ための構造及び設備規則 ， 冷蔵設備規則 ， 揚貨設備規則 ， 潜水装置規則及び関連検

　　　査要領並び に 船用材料 ・機器等の 承認及び 認定要領 に おける改正点の 解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ア ス ベ ス トの使用禁止）

1．　 は じめ に

　2002 年 5 月 1 凵付 Rule　No ．18，　 No ．19，　 No．20，　 No．22，
No ．23，　 No ．24，　 No ，27，　 No．29及 び No．30並 び に Notice

No ．22及び No ，26 か ら No ，29 （外 国籍 船 舶 用 ），2002 年 6H

25 円 付規 則第 42号，第 43 号，第 45号 か ら第 47号，第 50

号，第 51号及び 第 52号並 び に達第 45号 及 び 第 49号 か ら

第 51 号 （日 本籍船舶用 ） に よ り，鋼 船 規 則，旅 客 船 麗 則 ，

高 速 船 規 則，強化 プ ラ ス チ ッ ク 船規 則，フ ロ
ー

テ ィ ン グ

ドッ ク規則，海洋汚染防 】ltの た めの 構造及 び設備規則 ，冷

蔵設備規 則，揚貨 設備規 則，潜水装 置規 則 及 び 船 用 材 料 ・

機器 等 の 承認及び 認定要領 の ア ス ベ ス トの 使 用禁 1ヒに関 す

る規定が 改正 され た 。 以 下，改正 され た 内容 につ い て解説

す る 。

2． 改正の 背景

　 ア ス ベ ス 1・は，1974年 に WHO に お い て 発 ガ ン 性 物質 と

認 定 され る等 ，入体 に 対 して 非常 に有害 な物質 で あ る こ と

が従来か ら指摘 され て お り，ア ス ベ ス トの 工 作 に 従事す る

人 間 の 安全性 を主 凵的 と して ，先進 国各国 に お い て 従来 か

ら種 々 の 規制が 施行 され て い る。舶用関連 に おい て は，そ

の 優れ た 耐熱性 ・断熱性 に よ りパ ッ キ ン 材及 び 防熱材 と し

て 認知 され て お り，上 記の よ うな規制 に よ りそ の 使用量は

減少 しつ つ も，一・
部の 部品等で 現在 も使用 され て い る 。こ

の た め，国 際 海事機関 （IMO ） に お い て ア ス ベ ス トの 使用

を国際的 に 規制す るべ く議論 され，2000 年 12 月に 開催 さ

れ た第 73 回 海上 安全委員会 に お い て SOLAS 第 II−1 章の 第

3−5 規則 と して ，ア ス ベ ス トを含 む材料の 新規使用 を原則 と

して 禁止 す る規定が 設け られ るた 。 本会 と して も条約の 卞

旨を尊重 し，ア ス ベ ス トを含む 材料の 使用 を原則 と して 禁

止 す る と と も に，解 撤 時 等 を考慮 して 当 該材料 をや む を得

ず使 用 した場合に 記録が 残 る よ う規則 を改正 した 、、

3． 改正の 内容

　 ア ス ベ ス トの 使用禁止 を規定す る こ と と し，各規則の 登

録検査また は各設 備 ・装 置 規 則 の 総 則 にア ス ベ ス トの 使用

禁 止 を規 定 し，例 外 規 定 を条 約 にあ わ せ て 検 査 要 領 に 規 定

した 、，ま た ，や む を 得 ず 当 該 材 料 を使 用 した 場 合 につ い て

船舶 に記録が 残る よ う，使用場所等を示す図 書の 提 出 を規

定 した 。

11． 鋼船規則検査要領 B 編及び D 編に お け る改正点の解説

　　　　　　　　　（船尾管軸受の 温度セ ンサ）

1 ．は じめに

　2002年 5月 1日付達 第 20号 （［「本籍船舶用）及 び 同 日

付 Notice　No ．22 （外 国籍船舶用 ） に よ り，鋼 船 規 則 検査 要

領 B 編 及 び D 編の
一

部 が 改 正 され た 。以 ド，こ れ らの 改 正

され た検査要領 に つ い て 解説する 。

2 ．改正 の背景

　従 来 の 鋼 船規則検 査 要領 で は，ド記の 場合 に 対 して 船尾

管軸受内 部 に温度 セ ン サ を 2個設 置す る こ とが 要求 され て

い た。

　（1）プ ロ ペ ラ軸 の 予防 保全管理 方式 （PSCM ）を採用 す る

　　 場合　（検査要領 B 編，B8．L3）

　（2）船 尾 管軸受の 長 さ を規定値 よ り短 くする 場 合　（検査

　　 要 領 D 編，D6 ．2．10）

　（3）第1C 種プ ロ ペ ラ 軸 を採用す る場合 　（検査要領 D 編，

　　 D6 ．2，11）

　こ れ は ，故 障 時 等 に 入 渠 して 換 装 す る 必 要 が あ る 従 来 の

船外か ら取 り付け る形式の 温度セ ン サ を想定 して い た た め

で あ る 。 しか しなが ら，近年，入渠する こ となくセ ン サ を

船 内 か ら取替え る こ と可 能な Jl彡式の もの が 登場 し て きた た

め、こ の よ うな場合 に は，渦度セ ン サ を 1個 とで きる よ う

開 連 規 定 を改 め た。

3．改正 の 内容

　船尾管軸受内部 に温度セ ン サ を2個設 置する こ とが 要 求

され る 上 記の 各茨 件 に お い て ，下 記 を満たす こ とを条件 に，

温度セ ン サ を 1個 とす る こ とが で きる よ うに 関連規定 を改

め た 。

　（1）温度 セ ン サ の 取替 え姜 領 を 示す 資料 を提 1
「
：liし，こ れ

　　 に 従 い 実 際 に温 度 セ ン サ が 取 ifえ ），亅能 で あ る こ と を確

　　 認 す る。

　（2）予備 の 温度 セ ンサ を備える。
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